
高
砂
大
学
校
同
窓
会
会
員
の
皆

様
、
私
113
期
1
組
の
小
野
隆
で

す
。昨

年
の
10
月
に
次
期
役
員
選

考
委
員
会
に
て
選
考
さ
れ
承
諾

い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
他
の
役
員
の
選
考

過
程
で
大
変
苦
労
し
ま
し
た
が

高
砂
同
窓
会
の
今
後
の
よ
り
良

い
運
営
を
す
る
た
め
に
、
と
真

摯
に
皆
様
に
お
願
い
し
令
和
4

年
度
の
新
役
員
体
制
が
決
ま
り

ま
し
た
。

そ
し
て
4
月
4
日
の
同
窓
会

総
会
開
催
時
に
「
役
員
改
選
提

総
会
開
催
時
に
「
役
員
改
選
提

案
」
に
諮
り
承
認
さ
れ
正
式
に

役
員
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
新
役
員
は
そ
の
内
容

を
充
分
把
握
し
今
後
の
備
え
と

気
持
ち
を
新
た
に
任
務
遂
行
に

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
同
窓
会
と
し
て
の
様
々

な
事
業
の
継
続
と
会
員
数
の
減
、

そ
し
て
同
窓
会
創
立
（
昭
和
39

年
5
月
12
日
）
「
高
砂
大
学
校

同
窓
会
60
周
年
記
念
事
業
」
等

重
要
な
計
画
が
山
積
み
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
沢
山
の
計
画
を

や
り
遂
げ
る
た
め
に
は
役
員
一

同
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
く
み
、
そ

し
て
会
員
の
皆
様
に
も
側
面
的

な
応
援
も
い
た
だ
き
伝
統
あ
る

同
窓
会
の
歴
史
に
輝
け
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

高
砂
同
窓
会
の
目
的
「
会
員
相

互
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
は
か

る
と
と
も
に
社
会
の
進
展
に
寄

与
す
る
こ
と
」
を
肝
に
銘
じ
推

進
努
力
い
た
し
ま
す
。

「
何
を
具
体
的
に
行
動
す
れ
ば

良
い
の
か
」
を
大
き
な
目
標
に

掲
げ
、
役
員
一
同
心
を
共
有
し

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

も
う
一
つ
掲
げ
る
私
の
特
別

な
心
の
想
い
は
「
明
る
く
・
楽

し
く
・
笑
顔
で
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
人
生
の
生
き
が
い
を
見
い
だ

せ
る
よ
う
心
に
誓
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
同
窓
会
事
務
室
へ

お
越
し
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆

様
に
明
る
く
、
笑
顔
で
応
対
し

同
窓
会
全
体
を
盛
り
上
げ
る
よ

う
努
め
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
役
員
一
同
基
本

的
な
行
動
の
一
つ
と
し
て
捉
え

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
前
会
長
島
田
さ
ん
、
そ

し
て
役
員
の
皆
様
2
年
間
の
ご

尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

私
た
ち
役
員
一
同
ま
だ
未
熟

な
点
が
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

今
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解

と
ご
協
力
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
議
長
の
選
出
を
行

い
、
坂
井
議
長
（
１
０
８
期
２

組
会
長
）
の
進
行
の
も
と
以
下

の
議
案
が
審
議
が
さ
れ
ま
し
た

（
１
）

令
和
３
年
度
事
業
報

告
（
藤
堂
副
会
長
）

（
２
）

令
和
３
年
度
収
支
決

算
報
告
（
宮
本
会
計
）

（
３
）
令
和
３
年
度
会
計
監
査

報
告
（
北
上
監
事
）

（
４
）

令
和
４
年
度
事
業
計

画
（
案
）
（
藤
堂
副
会
長
）

①

五
大
事
業

②

ポ
イ
ン
ト
制
実
施

③

高
砂
一
座
の
交
流
実
施

④

会
員
証
協
力
店
の
拡
大

⑤

福
祉
事
業

⑥

看
護
学
生
の
臨
地
学
習
へ

の
協
力

⑦

作
品
展
施
設
の
充
実
拡
大

⑧

広
報
活
動
の
実
施

⑨

同
窓
会
創
立
60
周
年
記
念

誌
高
砂
の
あ
ゆ
み
作
成

（
５
）
会
費
値
上
げ
及
び
納
入

時
期
（
藤
堂
副
会
長
）

（
６
）
令
和
４
年
度
収
支
予
算

（
案
）
（
宮
本
会
計
）

（
７
）
規
約
改
正
（
案
）

（
藤
堂
副
会
長
）

（
８
）
令
和
４
年
度
同
窓
会
役

員
改
選
提
案
（
藤
堂
副
会
長
）

各
議
案
の
説
明
の
後
、
質
疑
が

行
わ
れ
通
信
費
、
同
窓
会
入
会
、

作
品
発
表
会
の
経
費
、
同
窓
会

の
規
約
、
相
談
役
、
役
員
改
選
、

福
祉
事
業
な
ど
に
つ
い
て
意
見

が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
執

行
部
よ
り
回
答
が
行
わ
れ
た
。

い
ず
れ
も
同
窓
会
へ
の
期
待

の
表
れ
と
受
け
止
め
会
員
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
も
と
対
応
し
て

行
き
た
い
と
の
こ
と
。
以
上
で

議
件
の
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
議

長
が
退
席
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
小
野
新
会
長
の
挨
拶
及

び
役
員
の
紹
介
が
お
こ
な
わ
れ

退
任
さ
れ
る
役
員
の
方
々
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
小
野
新
会
長
よ
り

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

11
時
50
分
に
総
会
が
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
金
沢
市
長
村
山
卓

で
す
。

ま
ず
は
、
高
砂
大
学
校
同
窓

会
総
会
に
お
招
き
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
高
砂
大
学
校
同
窓
会
総

会
の
開
催
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

島
田
会
長
は
じ
め
ご
臨
席
の

会
員
の
方
々
も
、
こ
れ
ま
で
の

金
沢
市
生
涯
学
習
政
策
に
関
す

る
ご
理
解
ご
協
力
に
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
二
年
間
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
、
こ
の
同
窓
会
の
三
大

行
事
と
言
わ
れ
る
す
こ
や
か
体

育
ま
つ
り
、
作
品
発
表
会
、
演

芸
発
表
会
の
三
つ
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
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4
月
4
日
（
月
）
午
前
９

時
半
よ
り
中
央
公
民
館
彦
三
館

大
研
修
室
に
て
令
和
４
年
度
の

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
昨
年
度
同
様
に
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
代
議
員
数
の
制

限
を
設
け
８
３
名
の
う
ち
７
０

名
の
参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま
し

た
。開

会
宣
言
の
後
、
物
故
会
員

に
１
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
、
市

民
憲
章
を
黙
読
。

島
田
会
長
の
挨
拶
、
金
沢
市

長
村
山
卓
様
の
祝
辞
を
戴
き
、

来
賓
の
久
保
洋
子
議
会
議
員
、

藤
家
利
重
中
央
公
民
館
長
、
田

鶴
直
人
彦
三
館
館
長
の
紹
介
が

見
え
ま
す
。

し
か
し
、
片
眼
で
見
る
と
は
っ

き
り
見
え
ま
す
。

こ
の
症
状
の
病
名
と
処
置
は

殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え

ま
す
。
私
が
こ
の
こ
と
を
知
っ

た
の
は
今
年
の
二
月
初
め
の
頃

で
す
。

症
状
は
三
年
前
か
ら
で
当
時
、

か
か
り
つ
け
の
眼
科
の
先
生
に

紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
い
大
き

い
病
院
で
精
密
検
査
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
な
ど
多
数
）
を
行
っ
た
が

原
因
は
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

検
査
の
後
、
仕
事
な
ど
生
活

す
る
に
は
不
自
由
な
く
過
ご
せ

た
の
で
す
が
、
運
転
は
気
を
付

け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
症
状
と
処
置
を
テ
レ
ビ

番
組
で
知
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」
の

最
終
回
で
す
。

ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
私
と
同

じ
症
状
の
患
者
さ
ん
が
出
演
し
、

眼
科
の
先
生
が
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
内
容
で
し
た
。

眼
鏡
に
プ

リ
ズ
ム
レ
ン
ズ
を
つ
け
れ
ば
ほ

ぼ
解
決
し
ま
す
。

眼
科
で
処

方
せ
ん
を
も
ら
い
眼
鏡
店
で
作
っ

て
も
ら
い
使
用
し
て
い
ま
す
。

今
は
ス
マ
ホ
で
詳
し
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

チ
コ
ち
ゃ
ん
に

ら
れ
る

１
１
５
期
２
組

会
長

水
戸

眞
広

こ
の
た
び
、
高
砂
大
学
校
同

窓
会
に
入
会
し
ま
し
た
第
１
１

５
期
２
組
会
長
の
水
戸
眞
広
で

す
。定

年
退
職
後
、
毎
日
ぼ
ー
ッ

と
し
て
い
た
ら
チ
コ
ち
ゃ
ん
に

ら
れ
る
と
思
い
、
何
か
す
る

こ
と
が
な
い
か
と
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
以
前
職
場
の
先
輩
か

ら
「
高
砂
大
学
校
に
入
学
し
て

勉
強
し
た
ら
良
か
っ
た
」
と
言

執行部一同明るく・楽しく・笑顔で
会員相互の親睦と健康増進を

はかるとともに社会の進展に
寄与すること

高
砂
大
学
校

同
窓
会

総
会
開
催

そ
の
中
で
も
役
員
の
皆
様
は

じ
め
、
代
替
行
事
を
検
討
さ
れ
、

し
っ
か
り
と
こ
の
高
砂
大
学
校

同
窓
会
を
運
営
さ
れ
て
き
た
と

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
砂
大
学
校
令
和
５

年
度
に
創
立
６
０
周
年
を
迎
え

ら
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
し
て
、

こ
の
６
０
周
年
に
向
け
た
行
事

も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
コ
ロ
ナ
で
家

に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
、
健
康
だ
と
は
、
思
い

ま
せ
ん
。

こ
れ
よ
り
も
、
し
っ
か
り
と

活
動
を
続
け
て
頂
い
て
、
皆
さ

ん
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い

た
だ
け
る
環
境
を
少
し
で
も
一

緒
に
作
っ
て
行
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
最
後
に
な
り
ま
す
が

高
砂
大
学
校
同
窓
会
の
今
後
の

発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
願
し
て
、
私
か
ら
の
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

サ
ギ
ン
グ
ア
イ
症
候
群

に
つ
い
て

１
１
３
期

３
組

西
本
幹
夫

４
月
１
日
発
刊
の
「
た
か
さ

ご
新
聞
」
に
医
薬
に
頼
る
こ
と

な
く
「
夜
間
頻
尿
」
を
克
服
し

た
体
験
談
が
あ
り
ま
し
た
。
少

し
で
も
私
も
お
役
に
立
て
れ
ば

い
い
な
ぁ
と
の
思
い
で
い
ま
す
。

サ
ギ
ン
グ
ア
イ
症
候
群
と
は

何
か
、
目
の
病
気
で
、
例
え
ば

車
を
運
転
中
に
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
が
二
本
に
見
え
ま
す
。

夜
間
、
前
を
走
行
中
の
く
る

ま
の
バ
ッ
ク
ラ
ン
プ
が
二
重
に

６
月
７
日
（月
）午
前
9
時
30
分

～
12
時

第
42
回
す
こ
や
か
体
育
ま
つ
り

金
沢
市
総
合
体
育
館

６
月
13
日
（月
）・14
日
（火
）・

27
日
（月
）
・28
日
（
火
）

看
護
学
生
受
け
入
れ

彦
三
館

８
月
1
日
（月
）・２
日
（火
）

９
時
30
分
～
15
時

第
40
回
作
品
発
表
会

彦
三
館

６
月
・８
月
実
施
行
事

小野 隆会長

高
砂
大
学
校
同
窓
会

第
12
代
会
長

小
野

隆

就
任
挨
拶

総会風景
QR コードで
ホームページへ

金
沢
市
長

祝
辞

村
山

卓

総会で新役員紹介
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鳶
木
遣
り
く
ず
し
、
新
金
沢
名

所
（
相
撲
甚
句
）
、
名
勝
兼
六

園
（
詩
吟
）
、
金
沢
の
女
（
小

唄
）
な
ど
次
々
と
新
し
い
ジ
ャ

ン
ル
に
挑
戦
。

久
し
ぶ
り
に
若
い
力
、
石
川

県
民
の
歌
、
金
沢
市
民
の
歌
ま

で
。
さ
ら
に
、
会
員
の
声
や
新

聞
情
報
を
も
と
に
、
百
万
石
ば

や
し
、
額
り
ん
ご
娘
の
歌
な
ど

も
掘
り
起
こ
し
意
欲
満
々
で
す
。

活
動
は
、
基
本
月
二
回
金
曜

日
の
午
前
中
で
、
メ
イ
ン
曲
と

新
曲
を
毎
回
設
け
、
百
万
石
ぶ

し
伝
承
会
の
村
中
講
師
の
リ
ー

ド
で
、
感
染
に
注
意
し
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

毎
回
、
各
曲
の
時
代
背
景
や

作
詞
・
作
曲
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

に
加
え
、
随
時
、
兼
六
園
や
雪

吊
り
の
知
識
な
ど
も
盛
り
込
み
、

変
化
と
話
題
性
を
持
た
す
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。

五
月
に
は
、
遊
び
心
で
新
聞

紙
の
兜
を
か
ぶ
っ
て
背
く
ら
べ

（
童
謡
）
を
歌
い
ま
し
た
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
引
き

籠
り
が
ち
に
な
る
こ
の
頃
、
当

研
究
会
は
貴
重
な
外
出
と
声
出

し
の
機
会
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
上
達
よ
り
楽
し
さ
を
第
一
に

歌
い
続
け
て
い
き
ま
す
。

プ
」
等
と
緊
密
に
連
携
を
図

り
ま
す
。

④
ク
ラ
ブ
会
員
は
「
品
位
・

品
格
」
を
大
切
に
仲
間
づ
く
り

に
努
め
て
行
き
ま
す
。

◎
事
業
計
画
で
は
、
2
年
前
か

ら
温
め
て
き
た
今
年
度
最
大
の

ク
ラ
ブ
行
事
５
月
24
日
（
火
）

～
25
日
（
水
）
の
二
日
コ
ー
ス

「
山
の
辺
の
道
」
（
奈
良
県
）

巡
り
、
６
月
23
日
（
木
）
の
一

日
コ
ー
ス
「
石
川
県
の
ル
ー
ツ

美
川
」
巡
り
、
9
月
22
日
（
木
）

の
一
日
コ
ー
ス
「
大
聖
寺
街
」

巡
り
等
の
説
明
を
し
て
総
会
が

終
了
し
ま
し
た
。

総
会
後
、
中
央
公
民
館
彦
三

館
か
ら
金
沢
城
公
園
ま
で
歩
く

３
キ
ロ
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
道

沿
い
に
咲
く
満
開
の
桜
を
た
の

し
み
、
そ
し
て
桜
吹
雪
の
金
沢

城
公
園
新
丸
広
場
や
兼
六
園
な

ど
歩
き
年
度
初
め
の
活
動
を
し

ま
し
た
。

今
年
度
で
8
年
目
を
迎
え
た

歩
の
"
歩
の
ク
ラ
ブ
は
新
会
員

数
34
名
で
現
在
総
会
員
数
１
５

２
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

「
高
砂
大
学
校
で

得
た
人
脈
」

１
１
５
期
３
組

会
長

中
越
富
士
夫

私
も
既
に
後
期
高
齢
者
の
域

に
達
し
、
仕
事
の
節
目
を
機
に

高
砂
大
学
校
へ
の
入
学
を
決
意

第
8
回
定
期
総
会
報
告

高
砂
歩
の
"
歩
の
ク
ラ
ブ

副
会
長

１
１
０
期
１
組

小
村
明
彦

令
和
４
年
４
月
11
日
（
月
）

中
央
公
民
館
彦
三
館
に
て
高
砂

歩
の
"
歩
の
ク
ラ
ブ
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
会
員
１
１
０
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

堂
前
会
長
の
挨
拶
、
令
和
３

年
度
事
業
報
告
、
会
計
収
支
決

算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
令

和
４
年
議
案
、
事
業
方
針
、
役

員
改
選
承
認
、
事
業
計
画
承
認
、

会
計
収
支
予
算
案
承
認
さ
れ
、

例
会
は
通
年
通
り
原
則
第
二
木

曜
日
に
、
集
合
時
間
は
9
時
で
、

ス
タ
ー
ト
は
９
時
30
分
で
実
施

す
る
こ
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
事
業
方
針

①
１
０
０
歳
時
代
に
向
か
っ
て

「
健
康
づ
く
り
」
に
寄
与
し
ま

す
。

②
楽
し
く
「
安
全
」
に
歩
け
る

コ
ー
ス
を
研
究
し
実
施
を
図
り

ま
す
。

③
高
砂
同
窓
会
の
「
高
砂
グ
ル
ー

実
し
ス
ム
ー
ズ
に
進
展
す
る
よ

う
に
と
、
3
組
班
長
会
を
定
期

的
に
開
催
し
て
情
報
交
換
を
進

め
て
い
こ
う
と
計
画
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
の
大
学
院
で

の
学
び
も
同
窓
会
で
の
活
動
も
、

ま
だ
終
息
し
て
い
な
い
コ
ロ
ナ

禍
で
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
程

度
制
限
さ
れ
た
活
動
に
な
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
「
心
身
の
健

康
」
に
留
意
し
て
、
同
窓
会
の

行
事
や
情
報
交
換
等
の
交
流
を

進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
各
班
長
さ
ん
他
役
員
の
方
々

に
は
ご
足
労
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

高
岡
国
泰
寺
へ
の
小
旅
行

高
砂
寿
雪
書
道
会

１
０
８
期
1
組
源
田
孝
子

桜
の
開
花
は
宣
言
さ
れ
た
も

の
の
少
々
の
肌
寒
さ
の
残
る
四

月
三
日
（
日
曜
）
我
々
グ
ル
ー

プ
有
志
、
寿
雪
先
生
を
は
じ
め

と
す
る
二
十
八
名
は
高
岡
市

「
臨
済
宗
大
本
山
国
泰
寺
」
へ

と
出
発
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感

染
症
予
防
の
為
、
お
し
ゃ
べ
り

は
ち
ょ
っ
ぴ
り
慎
み
な
が
ら
バ

ス
で
の
一
時
間
余
の
旅
で
す
。

国
泰
寺
は
臨
済
禅
の
道
場
で
、

後
醍
醐
天
皇
の
勅
願
寺
で
あ
り
、

石
川
県
ゆ
か
り
の
鈴
木
大
拙
、

西
田
幾
多
郎
」
も
参
禅
さ
れ
た

室
町
時
代
に
中
興
の
古
刹
で
す
。

今
回
の
研
修
旅
行
の
目
的
は
、

豊
寿
先
生
に
よ
る
奉
納
揮
毫
の

見
学
と
会
員
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
で
す
。

揮
毫
に
先
立
ち
、
虚
無
僧
妙

音
会
の
方
々
の
尺
八
の
音
が
流

れ
る
中
、
国
泰
寺
澤
大
道
管
長

と
僧
侶
の
方
々
に
よ
り
法
要
が

し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。い

よ
い
よ
奉
納
揮
毫
、
豊
寿

先
生
の
気
合
い
に
て
パ
ネ
ル
に

金
字
で
『
和
』
と
記
さ
れ
、
大

紙
に
は
一
筆
一
筆
会
員
達
も
息

を
止
め
て
見
守
る
中
、
「
以
和

為
貴
」
と
十
七
条
憲
法
の
一
節

が
黒
々
と
し
た
た
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
奉
納
揮
毫
は
和
の
精

神
を
国
内
外
に
発
信
す
る
「
和

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
」
が
主
催
し
、
聖
徳
太
子
十

七
条
憲
法
制
定
の
四
月
三
日
に

全
国
三
十
八
寺
院
で
世
界
平
和

を
願
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

昼
食
の
後
は
、
ご
僧
侶
の
案

内
に
よ
り
本
堂
に
お
い
て
山
岡

鉄
舟
の
手
に
な
る
「
圓
通
客
」

の
額
や
息
を
切
ら
せ
て
階
段
を

登
り
三
重
塔
な
ど
を
見
学
、
国

泰
寺
を
後
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
岡
鋳
物
発
祥
の

地
、
開
町
四
百
年
を
数
え
る
金

屋
町
通
り
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

金
屋
町
は
千
本
格
子
の
家
並
み

と
石
畳
の
風
情
あ
る
町
並
み
で

懐
か
し
い
気
持
ち
で
錫
製
品
の

お
店
等
を
覗
き
な
が
ら
散
策
を

楽
し
み
、
コ
ロ
ナ
禍
が
一
日
も

早
く
終
息
を
迎
え
、
又
、
こ
の

よ
う
な
旅
が
で
き
る
こ
と
を
願

い
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
到
来

高
砂
グ
リ
ー
ン
会

会
長

奥
野
繁
雄

令
和
４
年
度
第
1
回
の
例

会
を
、
4
月
19
日
火
曜
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

半
年
ぶ
り
に
、
会
員
の
13

名
の
メ
ン
バ
ー
と
、
小
松
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
目

指
そ
う
１
０
０
ス
ト
ロ
ー
ク

‼

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
基
、
新

人
会
員
２
名
も
参
加
し
和
気

あ
い
あ
い
っ
と
プ
レ
ー
。

あ
り
が
た
い
事
に
、
コ
ロ

ナ
蔓
延
防
止
が
解
除
さ
れ
県

民
割
り
利
用
で
、
通
常
ビ
ジ

タ
ー
料
金
１
万
円
が
、
昼
食

付
き
５
千
円
プ
ラ
ス
、
観
光

ク
ー
ポ
ン
券
２
千
円
が
貰
え
、

実
質
３
千
円
の
負
担
で
、
プ

レ
ー
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
の
お
財
布
に
優
し
い
、

ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
を
、
心
が
け

て
い
る
会
運
営
に
は
持
っ
て

こ
い
。

た
だ
、
会
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
身
分
証
明
書
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
証
明
書
の
提
出
で
、

お
手
を
煩
わ
せ
ま
し
た
。

年
間
６
回
の
例
会
の
開
催
、

１
５
名
の
会
員
が
、
目
指
そ

う
１
０
０
ス
ト
ロ
ー
ク
に
向

か
っ
て
プ
レ
ー
し
ま
す
。

『
遊
び
心
で
金
沢
の
歌
を

楽
し
く

歌
っ
て
い
ま
す
か
』

高
砂
金
沢
芸
能
研
究
会

会
長

轟

健
正

金
沢
に
ま
つ
わ
る
歌
を
楽

し
く
歌
っ
て
半
年
。

昨
年
十
月
の
発
足
以
来
、

昭
和
二
十
年
代
の
百
万
石
節
、

加
賀
囃
子
に
始
ま
り
、
加
賀

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
し

た
。こ

れ
か
ら
は
、
私
自
身
が
同

窓
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

同
窓
会
の
魅
力
を
も
っ
と
ク
ラ

ス
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
時
期
落
ち
着
い
て
き
た
か

に
見
え
た
感
染
状
況
は
、
再
拡

大
の
兆
し
が
見
え
て
き
て
お
り
、

人
が
集
ま
っ
て
何
か
す
る
こ
と

の
制
約
が
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
。

気
軽
に
仲
間
が
集
ま
っ
て
好

き
な
こ
と
を
楽
し
め
る
日
が
早

く
訪
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

65
歳
に
な
る
の
を
待
ち
か
ね
て
、

高
砂
大
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
石
川
県
民
大

学
校
の
「
金
沢
城
大
学
」
講
座

な
ど
、
興
味
も
あ
る
講
座
を
受

講
し
ま
し
た
が
、
高
砂
大
学
校

の
講
座
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
興

味
が
な
か
っ
た
分
野
で
も
、
専

門
家
の
先
生
か
ら
面
白
く
て
中

身
の
濃
い
講
義
を
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
充
実
し
た
日
々
を

送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
班
員
の
最
年
少

者
と
い
う
こ
と
で
班
長
に
選
ば

れ
た
だ
け
で
な
く
、
更
に
会
長

に
選
ば
れ
る
と
い
う
、
想
定
外

の
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

私
の
よ
う
な
未
熟
者
に
、
ク

ラ
ス
会
の
ま
と
め
役
の
み
な
ら

ず
、
同
窓
会
と
ク
ラ
ス
会
と
の

パ
イ
プ
役
と
い
う
大
役
が
果
た

せ
る
か
心
許
な
い
限
り
で
す
が
、

同
窓
会
役
員
の
方
々
を
は
じ
め

諸
先
輩
方
の
ご
指
導
を
賜
り
、

一
生
懸
命
務
め
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
の
最
大
の
懸
案
事
項
は
、

同
窓
会
入
会
者
の
少
な
さ
で
す
。

１
１
５
期
の
他
の
ク
ラ
ス
の
入

会
率
が
９
０
％
前
後
な
の
に
対

し
、
わ
が
ク
ラ
ス
は
７
０
％
程

度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

入
会
し
な
い
人
に
そ
の
理
由

を
聞
く
と
、
「
同
窓
会
っ
て
何

を
や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
」
、
「
同
窓
会
の
グ
ル
ー
プ

活
動
に
面
白
さ
を
感
じ
な
い
」
、

「
大
学
院
で
仲
間
と
会
え
る
の

で
、
同
窓
会
で
仲
間
と
交
流
を

図
る
必
要
が
な
い
」
な
ど
な
ど
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
大
き
な
行
事

が
中
止
と
な
り
、
グ
ル
ー
プ
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
が

な
く
、
同
窓
会
活
動
を
身
近
に

し
ま
し
た
。

活
動
内
容
も
全
く
知
ら
な
い

ま
ま
三
組
ク
ラ
ス
の
会
長
に
も

就
任
し
、
各
メ
ン
バ
ー
に
は
行

き
届
か
ず
迷
惑
を
か
け
た
と
反

省
す
る
ば
か
り
で
す
。

幸
い
に
も
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て

貰
い
な
が
ら
、
無
事
大
学
を
卒

業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
私
に
と
っ
て
過

去
に
経
験
の
し
た
こ
と
の
な
い

貴
重
な
体
験
で
あ
り
何
物
に
も

代
え
が
た
い
思
い
出
と
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
今
期
か
ら
は
大
学
院
の

「
健
康
悠
々
科
」
に
進
み
、
新

た
な
学
び
に
挑
戦
し
て
い
き
ま

す
。

こ
の
科
を
選
ん
だ
の
は
定
年
後

に
始
め
た
私
の
趣
味
が
土
台
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
「
山
爺
」

と
自
称
し
て
い
る
私
で
す
が
、

定
年
後
は
山
の
魅
力
に
引
き
込

ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
最
近
の

山
行
で
印
象
深
い
の
は
、
三
重

県
大
台
ケ
原
登
山
と
大
杉
谷
峡

谷
の
探
索
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。

大
杉
谷
渓
谷
は
日
本
三
大
渓

谷
の
一
つ
で
、
美
し
い
水
流
と

滝
が
魅
力
的
な
渓
谷
で
す
。

健
康
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
趣
味

で
す
か
ら
、
一
層
の
体
力
づ
く

り
と
健
康
に
つ
い
て
知
識
を
深

め
て
行
こ
う
と
大
学
院
で
の
学

び
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
わ

が
組
通
称
「
１
１
５
ゴ
ー
ル
ド

会
」
で
は
、
各
班
の
活
動
が
充

金沢城三の丸広場にて

大杉谷渓谷にて

日出ケ岳１６９５ｍ

新聞紙で手作り兜

「以和為貴」と揮毫


